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札幌聖心女子学院 

校長 阿部益太郎 
 

第２号 2018年 4月 27日  

新年度が始まって１ヶ月が過ぎました。新入生は少しずつ学校に慣れて聖心生らしくなってきました。他の

皆さんも、上級生としての自覚が出てきているようです。連休中はリフレッシュしつつ、生活リズムを崩さな

いように注意しましょう。休み明けにまた元気な皆さんと会えることを楽しみにしています。 

 

 今年度の父の会 聖書サークルの  ① 05 月 26 日 

日程が決まりました。いずれも土曜  ② 07 月 07 日 

日の16:00～17:20、会場は本校にて  ③ 09 月 29 日 

行われます。多くのお父様のご参加  ④ 12 月 01 日 

をお待ちしております。      ⑤ 03 月 02 日     

◎ 千歳科学技術大学英語スピーチコンテスト 

第１位  高 3-S  木村 京香さん 

第３位  高 3-S  大久保 絵未さん 

奨励賞  高 3-S  澤江 千花子さん 

  ※ 昨年度末に受賞しました。 

 

◎ 英語検定 優秀団体賞 

  ※ 札幌聖心女子学院として受賞しました！  

新年度のスタートにあたり、4月 18日(水)、円山

教会のケン・スレイマン神父様の司式で、始業ミサ

を行いました。生徒、教職員のほか、保護者の方々

も出席され、心を合わせお祈りしました。また、共

同祈願では、各学年の代表、教職員の代表、そして

学校を代表して校長先生が、今年度の抱負を述べま

した。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほかの種は良い土地に落ち、 
生え出て、百倍の実を結んだ 

ルカによる福音書 8 章 8 節 
  

始業から1ヶ月、入学式で朗読された「種まきのたとえ」を何度も思い出す日々でした。 

1ヶ月で早くも成長を見せる新入生や、昨年度より一段と成長した上級生の姿はうれしいものです。

4 月 22 日の日曜日、大勢の生徒があしなが育英会の街頭募金に参加しましたが、「寒さにも負けず一

心に呼びかけていた大勢の高校生の姿に感動した。」という声を聴いて頼もしく思いました。トランプ

大統領のシリア攻撃というニュースが飛び込んできた時、札幌聖心生がシリア難民のために自分たちで

作ったクッキーの売上金を寄付する募金に取り組んだこと、シリアの方が学校で講演したことなどを知

った読売新聞社からの取材がありました。突然の取材にもかかわらず、落ち着いて答える高 3生とサポ

ートする友人の姿は、私たち教師を感動させました。 

思えば、シリア難民の受け入れを首相に訴え、Twitter を通して世界の問題について考えようと発信

した先輩の思いは次々と受け継がれていき、大きな実りを生みつつあります。今週半ばには昨年度後半

の国内外での深い学びを得た研修の報告会がありました。本校が取り組んできた探究型学習は、今我が

国の教育界でその必要性が認められ、大きなうねりとなっています。大きな実りのための新たな一歩の

時としたいと思います。                       [担当：校長 阿部益太郎] 

 

4 月 22 日(日)、高校生 35 名が街頭募金ボラン

ティアに参加しました。前日とはうってかわって

薄曇りで風が冷たく、じっとしていると寒さに体

がこわばってしまうような天候の中でしたが、午

前 10時から午後 1時までの 3時間、交通・災害遺

児の教育支援のため、アフリカの子供たちの支援

のため、懸命に募金を呼びかけました。募金をし

てくださる方々の他者を思いやる気持ちに感動し

ながら活動を終えることができました。足を運ん

でくださった皆様、どうもありがとうございまし

た。 

4月 18 日(水)、今年度最初の課題研究ミーティン

グとして、藤女子大学人間生活学部の船木幸弘先生

を講師にお迎えし、人間関係ミーティングが行われ

ました。公務員として働かれたご経験や東日本大震

災復興支援ボランティアに関することなどを交じ

え、人とつながって生きるとはどういうことか、社

会の中でよりよく生きていくためのヒントをいただ

きました。本校の卒業生で船木先生の研究室に所属

していた学生の活躍も伺うことができました。 

 


